
％
（Ａ）÷（Ｄ）

補助・交付金の算出根拠 定額

 対象経費に対する補助・交付金の割合
45 ％ 42 ％ 42

 補助・交付金の対象経費（金額）
220 240 240

　 （Ｄ）

 （Ａ）÷（Ｃ）

 補助・交付金の対象経費（項目）
研修費

（補助対象分）
事業費 事業費

 全体支出に対する本市補助・交付金の
23 ％ 19 ％ 17 ％

 割合　　

支　出　合　計 （Ｃ） 430 522 580

繰越金 収入（Ｂ）－ 支出（Ｃ） 146 102 0

役務費 1 4 4

その他（　予備費　　）　 6 2 60

負担金 16 16 16

会議費 3 5 5

旅費 9 5 5

支　　出

研修費（補助対象分） 220 240 240

研修費（補助対象外） 175 250 250

繰越金 77 146 102

収　入　合　計 （Ｂ） 576 624 580

諸収入 10 1 1

その他（　研修負担金　）　 210 275 275

会費 162 85 85

収　　入

本市補助･交付金の額（Ａ） 100 100 100

交付金（北海道、協議会連合会） 17 17 17

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 ２０年度 (決算) ２１年度 (決算) ２２年度 (予定)

事務局の状況
（19年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金等の充当
状況（19年度）

□運営費のみに充当 ■事業費のみに充当 □運営費・事業費の双方に充当

 構成員(団体)数 ３５名 （22年3月末現在）

 交付先団体等の
 活動目的

　会員の△△に対する熱意の持続や△△に関する知識の向上を図るとともに、広く△
△思想を普及させることにより、△△事業の振興発展に寄与する。

 交付先団体等の
 活動内容

（１）市が実施する△△調査への協力（１9年度～調査に延べ○○名従事）
（２）△△業務優良都市の視察研修
　　　（１9年度～○○市視察：参加者○○名）

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金名 ○○市△△協議会補助金

交付先の名称
及び代表者名

○○市△△協議会　会長　○○　○○ 設立年 昭和56年

別紙２ 【記載例】 付　　　　　表

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書
整理番号 ○○-○○ ＜継続用＞

補助金等を算出するための根拠や基準などを記入しています。

補助金等の対象となっている経費に対する本市補助金等の割合を明らかにします。

補助金等の対象となっている経費（上記項目）の金額を記入しています。

補助金等の対象となっている経費の項目を記入しています。

全支出に対する本市補助金等の割合を明らかにします。

収入､支出の区分の項

目は団体等の活動内

容に合わせて任意に

設定しています。

市の補助金が団体活動のどのような経費に充当されているかを明らかにします。

団体の事務局を市が務めているかどうかを明らかにします。

主な活動内容や19年度の実績

などを記入してください。


